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はじめに

　名須川他山（本名・良平、１８３０～１９００、以下

「他山」で表記を統一）は、江戸末期から明

治３３年に東京で病没するまで、儒学者・教育

者・政治家として多方面に活躍している。他

山の業績については、佐藤昭孝氏による「郷

土の教育創立期に貢献した人 （々４）名須川他

山」（１）によって詳しく紹介されている。また

他山が撰文を担当した「鶴陰碑」が当館常設

展示室に展示されており、花巻市博物館では

先人の紹介とともに建立に関る簡単な説明を

行なうに留まっている。昨年度、「花巻の文

人」と題するテーマ展で近代の文人の一人と

して他山ゆかりの資料を展示したところであ

る。今回、他山の業績の中でも、衆議院選挙

に関係した資料を取り上げ、政敵と見られて

いた佐藤昌蔵（１８３３～１９２２）との関連に触れ

つつ、他山の政治家としての足跡をたどるこ

ととする。

１　他山の略歴

　他山は天保元（１８３０）年１２月１８日に花巻城

下で良平（１７９８～１８３８）・サタ（１８０１～１８９３）

夫妻の次男として生まれた。幼名は千八とい

い、嘉永２（１８４９）年閏４月に良平（襲名）

に改称し、明治以降は良平と名乗っている。

字は伯富で、他山は雅号である。妻の 久  米 子
く め

（１８３３～１９１４）は太田代恒徳（１８３５～１８９１）

の姉である。天保年間に吹張町の和田塾で、

ついで弘化年間（１８４５～１８４８）には東條一堂

（１７７８～１８５７）に私淑して漢学を修学した。２６

歳から花巻郷学の学生をつとめ、松川滋安が

創立した揆奮場でも学頭、次いで教授に昇格

した。明治時代に入り、上京して神奈川県に

招かれ横浜港の開港の歴史編さんのかたわら、

神奈川県師範学校でも教鞭をとった。

　他山は、明治１０（１８７７）年に花巻に戻り、儒

学者として花巻に私塾を開いた。他山塾に学

んだ門下から、花巻川口町町長を務めた松川

他次郎（１８６２～１９４２）、花城尋常高等小学校校

長を務めた小原忠次郎（号・東籬、１８５２～１９０４）、

『南部史要』の編者菊池悟朗（１９３４年没）な

ど、多士済々の人材を輩出している。門下生

たちは他山塾同窓会を結成し、毎年夏に同窓

会を開催している。次いで明治２０（１８８７）年に

創立された稗貫郡高等小学校（同２５年に６か

町村組合立に変更）の校長を明治２０年から２７

（１８９４）年まで７年間務めている。

　他山は石碑の撰文を執筆したほか、新聞雑

誌に漢詩を度々寄稿し、儒学者としての名声

は岩手県内に広く知れ渡っていた。

２　衆議院議員への立候補

�１ 　花巻における衆議院議員選挙

　衆議院は、明治２２（１８８９）年に公布された大

日本帝国憲法の下で貴族院とともに開設され

た議会である。衆議院議員選挙の有権者は直

接国税（地租と所得税）１５円以上を納める満

２５歳以上の男子で、被選挙権者（立候補資格

者）は満３０歳以上の男子と、「衆議院議員選挙

法」で定められていた。稗貫郡は和賀郡や下

閉伊郡とともに岩手県第三区に属していた。

他山は明治２７（１８９４）年９月に行われた第４回

総選挙に初めて立候補し、自由党岩手支部の

推薦を受けた弁護士の伊東圭介（１８５７～１８９５）

の前に敗退した。

　ここで他山が立候補する以前、第１回から

第３回までの総選挙を振り返ってみる。選挙

の結果は次の通りである（数値は得点数、い

ずれも新聞掲載記事による）

第１回　明治２３（１８９０）年７月１日

当選佐藤昌蔵（大成会所属）９３７、次点上田

農夫２９０、佐藤新蔵２４６

第２回　明治２５（１８９２）年２月１５日

当選佐藤昌蔵（中央交渉部所属）８０３

次点宮杜孝一（弁護士で自由党党員）５３６

第３回　明治２７（１８９４）年３月１日

当選佐藤昌蔵６９６、次点伊東圭介６８６

　花巻出身で岩手県内の郡長を歴任した佐藤

昌蔵が連続３期議員に当選しているが、その

都度得票数が漸減している。特に第３回は次

点と僅か１０点の僅差であった。この僅差が生

じたのは、明治２６（１８９３）年１２月、政府が進め

る不平等条約の改正で対外強硬を唱えていた
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花巻の先人　名須川他山について

国民協会（中央交渉部の後身）を、佐藤が突

如脱会し、有権者から変節と見られたことが

遠因とされる。この脱会以後、他山はそれま

で応援していた佐藤と意見が合わず、対外強

硬派に転じたとされる。なお、佐藤の後援団

体として恭敬社が組織され（２）、大関時五郎

（１８５４～１９０８）や伊藤金次郎（１８５０～９６）、柏

葉富次郎（１９１４年没）、佐藤庄五郎（１８５２～

１９２７）、伊藤儀兵衛（１８４８～１９２３）らが佐藤の

選挙運動を支えた。大関時五郎は恭敬社を脱

会するものの、一貫して佐藤の有力な運動員

で、明治３１年７月の岩手県内の自由党と進歩

党の合同会議では自由党側の幹事を務めてい

る。

　

�２ 　他山の立候補と選挙運動

　他山は、明治２７（１８９４）年９月に行われた第

４回総選挙に初めて立候補した。この年は日

清の間で朝鮮半島をめぐって８月に戦争が

ぼっ発した年である。この時の選挙は当初、

佐藤昌蔵と伊東圭介の一騎打ちと見られてい

た。

　佐藤は７月初めに国民協会脱退の理由書を

選挙区のひとつ大迫町の有権者に配布したの

ち、２２日花巻に戻り本格的な運動を開始した。

運動の成果として選挙終盤の８月には、花巻

と黒沢尻の有力者、合わせて４８名が佐藤の推

薦者として名を連ね、この時点では佐藤優勢

と見られていた。佐藤の推薦者は次の通り。

［里川口町］梅津喜八、橋本喜助、澤田藤兵衛、

宮澤善治、宮澤右八、及川源蔵、島和右衛門、

佐藤庄兵衛、堀田庄太郎、柴田善治、高瀬彌

八、佐藤深松、佐藤金太郎、三田新八、佐藤

善助、島伊助、高橋文太郎

［花巻町］瀬川彌右衛門、伊藤徳次郎、前川

圓助、松田善治、松田忠太郎、平野重次郎、

佐藤喜兵衛、瀬川徳次郎（以上、「岩手公報」

８月１５日掲載）

［黒沢尻町］芳野庄八、米谷久左衛門、郡司

萬七、齋藤直吉、齋藤文次郎、齋藤庄次郎、

齋藤酉松、小笠原文太郎、木村源助、柴田鶴

蔵、

［十二鏑村］及川菊次郎、及川節郎、小原多蔵、

赤坂長次郎、菊池文次郎、菊池武市、及川與

兵衛

［小山田村］下坂全次郎、菊池宇之助

［中内村］阿部忠志、小田島金治

［谷内村］小原治五兵衛

（以上「岩手公報」８月２６日掲載）

　また下閉伊郡遠野町には里川口町長の柏葉

富次郎と四日町の伊藤儀兵衛（貴族院議員）

が出張し、折からの日清戦争勃発のため軍事

公債募集勧誘を名目に区民を集め佐藤への投

票を呼びかけている（「岩手公報」明治２７年

８月２８日付）。

　伊東圭介は自由党岩手支部の推薦を受け、

８月１０日黒沢尻町で小宴を開き１８名が出席し

ている程度で、目立った活動は新聞に報じら

れていない（３）。下の図版は下閉伊郡の有志

者が有権者に送った推薦状で、畠山巍や菅沼

仙太郎ら計２６名が名を連ねている。

　こうした２人の選挙運動に対し、初めて選

挙に立候補した他山の動きを次に見てみる。

７月２１日に花巻町で集会があり、他山の推薦

を決議し本人が承諾している。８月半ば石鳥

谷町内で第三区硬派懇親会が開かれ、関善太

郎ら７０名が出席し他山推薦が協議されている。

１７日の新堀村での集会には盛岡から内堀頼吉

が来訪し、他山推薦を運動した。その結果新

堀村では鈴木久右エ門ら約１０名が他山側に傾

いている。黒沢尻町では高橋嘉太郎と小野崎

耕夫の２人が運動を進めた。下閉伊郡鱒沢村

や遠野町では国民協会所属の高橋芯太郎らが

発起人となり１４日懇親会が開催され、小山田

村から伊藤昌厚が出席している（４）。

　この時の選挙結果は、伊東圭介５５６、名須川

良平４９０、佐藤昌蔵３９６であった。新聞の推薦

広告から佐藤昌蔵優勢で、佐藤の当選が予想

されていた。開票結果と伊東圭介の当選は佐

藤昌蔵支援者には予想外であった。しかも初

めて立候補した他山に約１００票をつけられて

いる。他山は初めての選挙で伊東圭介に敗れ

はしたものの、得票で佐藤を上まわったこと

は善戦したといえる。

　１　伊東圭介推薦状　（奥井勇氏寄贈）
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�３ 　２回目の立候補

　次に明治２８（１８９５）年３月の補欠選挙を取り

上げる。この補欠選挙は伊東圭介が当選して

任期半ばの明治２８年２月６日に急死したこと

から、３月３日に開票された。選挙期間は１

カ月に満たず、選挙は佐藤昌蔵、宮杜孝一、

他山の３人による三つ巴と見られていた。

　佐藤は立候補するに当り、自由党の大関時

五郎らと協議し、国民協会脱退の理由や政治

方針を記した宣言書（図版２）を公表し、同

党岩手支部から推薦を受けることに成功して

いる。また佐藤と第三区の自由党党員との間

で行なわれた協議内容が報告書（図版３）の

形で同時に作成されている。報告書には、自

由党が候補者をたてず佐藤を推薦する代わり

に、佐藤とその支援者が自由党入りすること

が明記されている。

　これに対し、他山は立候補を躊躇したもの

の、高橋嘉太郎や小野崎耕夫らから「一を以

て二に当る、敗れるも 辱 しとせざれば 奮 って
はずか ふる

運動すべし」と説得されて立候補を決意した。

開票結果は、佐藤昌蔵７３７票、名須川良平６３９

票であった。他山は健闘して前回の得票数よ

り１４０票上回ったものの、またも敗戦した。

他山は敗戦の弁として「何時までも競争す

る」という決心を語ったという（５）。なお、他

山は明治３１（１８９８）年１月、創立間もない花巻

銀行の監査役となり、梅津喜八や瀬川弥右衛

門ら選挙では佐藤を推薦した花巻の実業家た

ちに交じって銀行経営に参画している。

�４ 　他山の当選

　他山が衆議院議員に初当選したのが、明治

３１（１８９８）年３月に行なわれた第５回総選挙の

時である。２月に選挙の日程が公表されると、

他山は前回の失敗の恥辱を注ぐとして、立候

補を決意する。家族たちは選挙の運動費が足

りないとして反対して、一時断念したものの、

進歩党などから出馬を催促されて改めて立候

補を表明している。佐藤昌蔵は前回同様自由

党岩手支部の推薦を受けた。この選挙もまた

佐藤との一騎打ちとなった。

　開票の結果は、名須川良平７８９、佐藤昌蔵

６８３であった。他山は佐藤に１００点の得点差を

つけ、三度目の立候補で初当選し、宿願を成

就させた。同年８月の第６回選挙では、結成

間もない憲政党の推薦を受けて再選された。

　他山の初当選に至る経過について、岩手県

公文書から改めてたどる。明治３１年に２度実

施された総選挙は、「衆議院議員選挙関係　

明治三十一年」と標題のある簿冊に、投票結

果のほか、本人の履歴や納税額が記載されて

いる。

　まず第５回の総選挙の記録から、取り上げ

る。

（第五回衆議院議員結果　明治三十一年三月

実施）

　岩手県稗貫郡花巻川口町

　　三百六十番戸　平民　農　名須川良平

一　得点数　七百八拾九点

一　天保元年十二月生

一　地租納額金拾七円九拾五銭壱厘
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一　所得税納額金拾八円八拾四銭

一　履歴ノ概略別紙之通

一　党名所属不明

　　選挙ノ顛末

一　各投票所投票函ハ三月十六日午前第六時

ヨリ同十七日午後第八時迄ニ悉皆到着セ

リ

一　三月十八日午前第八時三十分選挙開会、

午後第四時十分閉会ス

一　選挙委員ヲ七名トシ、其氏名左ノ如シ

　　和賀郡中内村　佐々木慶太郎

　　同　　岩崎村　佐藤源太郎

　　稗貫郡好地村　高橋重次郎

　　和賀郡藤根村　小原甚太郎

　　上閉伊郡土渕村　阿部與右エ門

　　和賀郡谷内村　蟹沢久平

　　稗貫郡新堀村　折居俊蔵

一　投票総数千四百八拾参票

　　無効投票　六票

一　被選人氏名得点数左ノ如シ

　　一　七百八拾九点　名須川良平

　　一　六百八拾参点　佐藤昌蔵

　　一　壱点　　　　　名須良平

　　一　壱点　　　　　宮杜孝一

　　一　壱点　　　　　名須川良

　　一　壱点　　　　　須川良平

　　一　壱点　　　　　名須川要平

履歴書

稗貫郡花巻川口町大字里川口　名須川良平

一　安政四年盛岡藩花巻書院学生ニ挙ラル

一　万延元年同上学頭ニ到ル

一　慶応三年同　旧士卒兵団御編制ノ際隊正

ニ任セラル

一　明治元年盛岡藩学修文舘寮長ニ任セラル

一　同二年藩朝議員ヲ帯務、大属ニ準ス

一　同五年神奈川県外交日誌編纂ヲ命ラレ、

且 邏  卒 七百名漢学教授帯勤ノ命アリ、午
ら そつ

後一時ヨリ警保課出仕

一　同七年横浜尋常師範学校余課教員ヲ兼ス

一　同十年依願解職

一　本県地誌編集ヲ命シラル、即日辞職

一　同二十年稗貫郡高等小学校長ニ任セラル、

同二十五年依願辞職

承諾書

　岩手県第三区衆議院議員当選之旨御通知相

成、正ニ承諾仕候也

　稗貫郡花巻川口町三百六拾番戸

　　　　名須川良平　�

　岩手県知事服部一三殿

　履歴書で「花巻書院」とあるのは揆奮場を

指す。他山は神奈川県在職中には外交日誌の

編纂のほかに、邏卒（巡査）７００名に漢学を教

授している。明治１０年の地誌編纂とは「岩手

県管轄地誌」編纂のことである。他山は任命

された当日に辞職し、県への出仕を自ら絶っ

ている。他山の履歴は、佐藤昌蔵が岩手県に

出仕して郡長を歴任したのと好対照である。

なお、履歴に「党名所属不明」とあるが、当

選後の４月には推薦を受けた進歩党に入党し

ている。

　初当選を果たした他山は、支援者の一人本

宿喜蔵に感謝の書簡（図版６）を送っている。

読み下し文は次の通り。

　時下益々御清適 渉 らせられ、 恭賀 奉り候、
わた きょうが

 陳 れば今回の総撰挙に際し諸君の御尽力を以
のぶ

て、当選の栄を 辱 ふし、肝銘の至り 欽  謝 に堪
かたじけの きん しゃ

えず候、 冀 くは将来国家の為に微力を 効 し
こいねがわ つく

以て諸君の御厚意に副はんことを期すべく候、

右一応の御挨拶迄、怱々敬具

　戯れに一詩を賦し 博  粲 に供す、若し御一読
はく さん

を賜はば幸甚

笑って邯鄲の 圍 い九重たるを視る
かこ

同心義を取り自ら従容たり

誰か謂う、魯酒薄く味の無きを

花巻の先人　名須川他山について

５　承諾書

　６　感謝状　（吉田義昭氏寄贈）
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頼み有るはただ諸君の親愛の濃きのみ

漢詩に詠まれた「邯鄲の圍」と「魯酒」は中

国の故事を引用したものである。魯から献上

された酒が薄く無礼だとして、楚が魯を攻撃

した。その隙に魏が趙の都邯鄲を包囲した。

ここから「魯酒薄くして邯鄲囲まれる」の故

事が生まれている。伊東圭介や佐藤昌蔵らと

当選を争った選挙を「邯鄲の圍」に見立て、そ

れを打ち破ったのは有権者から寄せられた濃

い親愛による、と感謝している。

　次に明治３１年８月に行われた第６回の総選

挙を取り上げる。中央の政界では、第三次伊

藤内閣の地租増税案に反対した自由党と進歩

党が合同して憲政党を結成し、同党は第一次

大隈内閣（明治３１年６月３０日～１０月３１日）の

与党となった。岩手県内でも中央の動きに呼

応して憲政党岩手支部が結成された。当時の

新聞記事から、支部結成の経過をたどってみ

る。

　７月１６日、盛岡で旧自由党の集会が開かれ、

佐藤昌蔵が座長となって自由党・進歩党合同

と政党内閣組織が報告され、憲政党支部設置

のため交渉委員に大関時五郎ら６名が選ばれ

た。進歩党との交渉が直ちに着手され、２４日

には岩手支部の発会式が開かれた。発会式と

同時に、規約が承認され、盛岡に支部を、各

郡市町村に倶楽部や通信部を設置された。支

部の会長に下田栄光が、支部運営に当る評議

員に旧自由党側から大関時五郎、旧進歩党側

から小野崎耕夫ら２９名がそれぞれ選ばれた
（６）。

　第三区稗貫郡では、２９日花巻で倶楽部の発

会式が開かれ、他山を立候補者に推薦するこ

とが決定された（７）。右の資料がそれである。

　選挙情勢を報じた「 中  原  角  逐  録 」には、佐
ちゅう げん かく ちく ろく

藤昌蔵と他山の間で、第６回の選挙は他山を

推し、次の解散のときは佐藤を推す、などい

う密約があったと報じられ、大関らが新聞社

に申し入れてこの密約を否定している（８）。

　第三区の選挙結果は、名須川良平１２０７点、

佐藤昌蔵８０点で、他山の圧勝であった。この

選挙を記録した県の公文書は次の通りである。

なお、受領書に記載された「当選の証」は図

版８として次頁に掲示した。

（第六回衆議院議員結果　明治三十一年八月

実施）

　　　　　岩手県稗貫郡花巻川口町

　　　　　　三百六十番戸　平民　農

一　得点数　千弐百七点　　名須川良平

一　天保元年十二月生

一　地租納額金参拾七円九拾五銭壱厘

一　所得税納額金弐拾円四拾四銭五厘

一　履歴ノ概略別紙之通

一　党名　憲政党

　　選挙ノ顛末

一　各投票所投票函ハ八月十一日午前第六時

ヨリ同十二日午後第四時迄ニ悉皆到着セ

リ

一　八月十三日午前第八時選挙開会シ、零時

四十五分閉会ス

一　選挙委員ヲ七名トシ、其氏名左ノ如シ

　　和賀郡立花村　小田島彦作

　　上閉伊郡宮守村　太田代作太郎

　　和賀郡二子村　高橋嘉太郎

　　同　郡黒沢尻町　斉藤忠兵エ

　　稗貫郡矢沢村　佐藤敬育

　　同　郡新堀村　折居俊蔵

　　同　郡花巻川口町　金子弥助

一　投票総数千参百八票

　　内　有効投票千参百七票

　　　無効投票　壱票

一　被選人氏名得点数左ノ如シ

　　一　千弐百七点　名須川良平

７　稗貫憲政倶楽部挨拶状　（吉田義昭氏寄贈）
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　　一　八十点　佐藤昌蔵

　　一　十七点　一ノ倉貫一

　　一　壱点　　高橋嘉太郎

　　一　壱点　　菅沼仙太郎

　　一　壱点　　萬長次郎

　右之通

受領書

　第三選挙区ニ於て衆議院議員当選之証書御

送附ニ相成、正ニ領収仕候也

　明治三十一年八月廿四日

　稗貫郡花巻川口町三百六拾番

　　　名須川良平　�

岩手県知事末広直方殿

�５ 　他山死去と補欠選挙

　他山は衆議院開院を受けて上京中、１月末

に病気にかかって危篤の状態になった。急遽

２月２日次男の富澤純蔵と女婿小野崎耕夫が

上京したが、翌３日病死した。遺骸には良が

付き添い４日花巻に戻った。葬儀は８日名須

川家菩提寺の宗青寺で行なわれ、千人余りが

集まったと報じられている。３月６日と同７

日付の「岩手毎日新聞」に、岡山直機（もと

花巻町助役、１８５８年生れ）が寄稿した「他山名

巣川先生を悼む」と題する詩文がある。長文

であるが、ここに試みに読み下し文にして紹

介する。

　明治庚子、二月三日他山名須川先生の訃に

接す、哀悼止むこと能わず、今夕灯下に感懐

を叙し以て哀しみを同志に分かつ、

　他山名須川先生、東奥花陽の老儒也、経史

の園に逍遥し、文章之 圃 に彷徨し、口絶えず
ほ

百家之編を諷じ、手は止まずして六芸の巻を

 繙 く、高所に勇退して久しく閑地に在り 聞  達 
ひもと ぶん たつ

を求めず、名声を期せず、斯道自任し以て材

を育てるを自ら楽しむ、固より一世之儒宗為

り、遠近に其の名を伝え、而して其の門に集

う者 蓋 し幾千人、其の子弟に待つ也、循々と
けだ

して 倦  厭 之色無し、畳々として懈怠之気無し、
けん えん

其の口講指画を経承し成人となる者 勝 げて数
あ

えべからず、夫れ東奥地勢 偏  陲 に在りと雖も
へん すい

由来未だ嘗て有為の人士無しとせず、戊辰之

変故に遭遇、民心沮喪す、時に渇し後に湿す、

歳寒、遅れて暖かくす、口言わんと欲して 囁 
じょう

�（口をもぐもぐさせること）し、足進まん

と欲して��す、百事萎縮して振るわざるは

故無きに非ざる也、嘗て花陽之人士 閭  里 （郷
りょ り

里のこと）之衰頽を慨し、相謀りて曰く、地

方不振、百事将に国人之後に上らんとするは、

彼の人也、而して彼則ち之を能くす、我則ち

然らず、然らざる 所  以 は材に乏しき也、凡そ
ゆ えん

殖産興業之本、人材を育てるに有り、人材を

育てる道、学を興すに在り、学舎を起こし材

を 陶 てるにしかざる也、 乃 ち一舎を創設し、
そだ すなわ

名を大有社と謂う、蓋し周易の大有之卦より

取る也、時に明治十一年某月也、良師に乏し

きを憂え、先生に会す、東都より帰る、是よ

り先、先生旧盛岡藩学作人館修文所教官為り、

維新後、属廃館に及ぶ、先生所見あり、東都

に遊ぶこと有年、是に至り花陽之有志其の 至 
し

（到着のこと）を聞き、大喜し馳せ往きて省

み（訪問し）、時令の外を問う、 遑 ならずし
いとま

て一言を陳べ先ず師に請わんとす、先生直ち

に其の挙を嘉として諾す、精励刻苦、� 寒 を
かん

憚らず、大暑を厭わず、教養甚だ勉む、先生

嘗て冠胃たらんと刻して曰く、 大  塊 我に 仮 す
たい かい か

に文章を以てす、亦見るに足るに斯道を以て

自任する也、積年累月、其の門を出て或いは

進んで官を守り職に就く者有り、或いは退き

て起業を謀り産を興さんとする者有り、或い

は名を政界に有るもの、或いは身を教育に委

ねる者有り、其の立身済家を得んとする者は、

 抑 誰之恩たるや、亦将誰れ之賜たるや、恩
そもそも

の大なり、賜之重き、皆奮期して報効せざる

はなし、明治三十年衆議院議員を選挙するに

当り、有権先生をして岩手県第三区議員候補

者とす、先生固辞す、再び請う、 輙 ち応ぜず、
すなわ

確答すること約数日、期に及び止む無く諾意

を表す、権者大喜す、是の時に当り一方之区

民、自由派某氏に薦めて反抗者に試さんとす、

花陽之人士、奮激突起、 櫛  風  沐  雨 、西に駆け、
しっ ぷう もく う

東に逐う、党旗林立し、両々対峙す、 掎  角 し
き かく

て勇を争う、甲の地に敗れ、乙の処に勝ち、

南に得、北に失す、競争すること旬余日、邯

じゅ

�
し

�
しょ

�

き

�

８　衆議院議員の証　（名須川昭子氏寄贈）

花巻の先人　名須川他山について



―  ２３  ―

鄲之圍い一解す、蓋し区又敵無く克く点を得

て全勝する者、党員之力以て致すと雖も、然

し又 安 くんぞ恩荷の賜に負うに非ざるを知る
いず

か、協力同心、以て報効を図るに 由 らん哉、
よ

嗚呼、先生自ら求めること無しと雖も、人求

める、自ら期さずと雖も、人推す、宜しき哉、

名聞益々 彰 か、聲誉愈揚ぐる也、今夫れ 顕  要 
あきら けん よう

之路に 趨 り営利之途に迷う、朝所謂新田氏之
はし

臣 為 るも、夕足利氏之門を 候 う、数々 仕  進 し、
た うかが し しん

俗務に汲々たり、一旦志を得るや、権を 憑 み
たの

勢いに依り、意気昂然、己に勝つ者は則ち之

を忌み、己に 侫 る者則ち之に 昵 づく、旧名声
おもね ちか

を貪り、上位を 恕 す、 雷  霆 の如く下僚を 侮 る
ゆる らい てい あなど

こと、 土  芥 の如し、偏浅に局量し、起居 鮮  腆 、
ど かい せん てん

博愛物に 宕 ぎるを知らず、礼節人に侍るを知
す

らざる也、其の身己の人に 嗤笑 する所たるを
ししょう

知らず、人を笑わんと欲し、身之分を忘る、

権を恣にし勢を張らんと欲する者、先生之風

を一聞すれば、則ち将に自ら有する所柳損た

るを慙観せんや（以下省略）

　前半では他山の経歴を述べながら、「凡そ

殖産興業之本、人材を育てるに有り、人材を

育てる道、学を興すに在り、学舎を起こし材

を陶てるにしかざる也」と人材育成の必要性

を説いている。また明治３０年の衆議院議員立

候補と当選を述べているが、正しくは明治３１

年３月の選挙で、自由党の某とは佐藤昌蔵の

ことと見られる。同年７月の自由党と進歩党

が合同して憲政党が結成されたことについて

一切触れられていない。

　明治３３年２月、他山が衆議院議員の現職で

病死したため、補欠選挙が行なわれた。佐藤

昌蔵と一ノ倉貫一が立候補し、２６日の投票の

結果、８０３点を獲得した佐藤昌蔵が当選した。

一ノ倉が優勢に立っていたが、佐藤が壮士を

呼んで有権者に強迫してした結果、形勢が逆

転したと言われている。選挙運動の最中湯本

村で急死した菊池勇三郎のため義捐金募集の

広告が出されている。他山の急死を悼み、厳

粛な選挙となるべきところ、残念な出来事で

あった。

３　他山の人となり

　他山の人となりについては、没後に建立さ

れた「名須川他山翁碑」に触れられている。

菩提寺の宗青寺発行『天巌山宗青寺』に読み

下し文が紹介されている。今回宗青寺の了解

を得て、読み下し文を掲載する。

名須川他山翁碑

　楽しみ、英材を教育し以て国家の用に供す

を楽しむより 莫 く、悲しみ画策して未だ 齎  志 
な せい し

成らずして没するを悲しむより莫し、他山翁

の如きは之を兼ねる者と謂うべし、翁良平と

称し、幼名千八、名須川其の氏、他山其の号

也、南部藩ノ世臣にして花巻邑に住す、邑藩

の支城也、 考 の名亙、 妣 和田氏、翁 夙 に学を
ちち はは つと

好み、東條一堂に私淑し博聞強記にして詩文

を善くす、又武田氏の兵法を究む、邑校の学

頭たり、明治二年盛岡藩学寮長に 擢 んでて大
ぬき

属を兼ねる、五年神奈川県官に遷り開港史を

編み、師範学校を兼ねる、十年 罷 り帰りて 帷 
まか とばり

を 下 して、徒に授くるに諄々と訓誨するも 倦 
くだ う

む色無し、遠近より争い来り門弟一千余人に

及ぶ、業成り立身国家之用に供する者多し、

曽て海内を歴遊し広く碩学名士に交わり風俗

人情を観察し、世道を憂えて曰く、汚れ下る

に 趨 れりと、 慨  然 として 匡  済 之志有り、三十
はし がい ぜん きょう さい

一年衆議院議員となりて大いに 規  画 すること
き かく

有り、而るに中道にして東京の 旅  寓 に病没す、
りょ ぐう
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実に三十三年二月三日也、生を 距 てること天
へだ

保 庚  寅 十二月十八日、享年七十又一、帰りて
かのえ とら

郷里宗青寺の 先  塋 之次に葬る、 配 太田代氏、
せん えい つれあい

四男一女を生む、長貞蔵 殀 、次純蔵出でて富
わかじに

澤氏を 嗣 ぐ、次隆蔵新潟始審裁判所判事補と
つ

為るも先に歿す、次良家を 承 ぐ、良夙に帝国
つ

文科大学の業を卒え現神奈川中学校教諭たり、

女小野崎耕夫に 適 く、翁の人となり忠誠温恭
ゆ

にして一郷之望を負い謙虚に人を容れ長を揚

げ短を 護 う、未だ 嘗 て口舌を以て人を上げる
かば かつ

ことなし、是を以て人皆悦服す、少くして父

を喪い母に 事 えるに至孝、 愉  色 にして 承  歓 す
つか ゆ しょく しょう かん

ること数十年一日の如し、天資 羸  弱 にして病
るい じゃく

を 善 くす、平生摂養怠らず、飲を嗜むと雖も
よ

昼間盃を手にせず、夜僅かに微酔し就寝す、

終身変らず、其の他能く其の寿を保つ故を類

推すべし、郷人嘆惜して来会者凡そ二千余人、

既にして門人醵金し碑を邑公園に建て、以て

之を不朽とし亦其の遺徳の人の深きに入るを

観るに足れり、頃日良状を携え来り銘を余に

請う、乃ち其の 梗  概  係 りを叙す、銘じて 曰 す、
こう がい かかわ もう

慨然たる憂国　将に為す所あり　中道齎志

あゝ悲しむべし　学殖 富  贍 　造るは此れ人
ふ せん

材済々多士　邦家之基　其の功不滅たり

銘 豊  碑 に在り
ほう ひ

　　　　　　東宮侍講正四位勲二等文学博士

　　　　　　　　　　　三島毅篆額

　明治三十三年七月

　　　女子高等師範学校教授従五位勲五等

　　　　　　　　　　　南摩綱紀�

　　　　　　　　　　　松田秀雄書

　　　　　　　　　　　虎戸東吉刻

　碑文の文中、「考の名亙」とあるのは間違い

で、亙（字義住、雅号・可休、１７７７～１８５７）は

父・良平の兄である。長男の貞蔵（１８５１～６８）

は禎蔵とも表記し、三男で明治以降司法畑を

歩んだ隆蔵（１８６０～８４）とともに、「鶴陰碑」に

は儒学後進として顕彰されている。この碑は

他山没後１０年に当る明治４３（１９１０）年５月１７日

に、東公園（旧新興製作所工場跡地）内に建

立除幕された。

４　結語

　他山の足跡について、今回衆議院議員への

立候補を中心に記述した。他山が教育畑から

政界に身を転じた理由が、佐藤昌蔵の国民協

会脱退にいかったと伝えられる以外、いまひ

とつ不明なところがある。また他山の選挙に

関する資料は、初当選後の挨拶状や「当選の

証」など数点しか確認されていない。これに

対して政敵の佐藤昌蔵には、今回紹介した

「宣言書」に見られるように、当選のために

は手段を選ばすという側面が見られる。他山

の選挙を支援した人々はまず他山の人望を頼

み、自由党や佐藤昌蔵の恭敬社のような政党

や政治結社を組織しなかった。他山は明治３１

年８月の再選で、初めて憲政党という政府与

党の正式立候補者として、有利な運動を展開

した。第三区の有権者は１４００人ほどで、現在

の選挙に比較すれば市町村議会議員の選挙に

近いものである。政党という組織による選挙

活動が有利であることはいまも昔とかわるこ

とがない。今後、他山の選挙に関した資料が

確認されることを期待するものである。

　新聞の閲覧では岩手県立図書館や盛岡市上

田公民館図書室のマイクロ・フィルムを利用

した。花巻新渡戸記念館からは、佐藤昌蔵関

連資料の提供をうけた。「他山翁顕彰碑」の

読み下し文掲載については、宗青寺の了承を

得た。改めて感謝申し上げる。
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